
料黄点筆角の期初安平

平

安

初

期

の

角

筆

点

資

料

一
、
従
来
の
角
彗
点
資
料
と
そ
の
意
義

（
注
1
）

角
票
と
は
、
象
牙
又
は
竹
で
作
っ
た
小
筆
の
形
の
用
具
を
い
う
。
こ
れ
を
以

て
紙
面
を
直
接
に
揚
つ
け
凹
ま
せ
て
、
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
等
を
書
き
記
し
た
訓

（
注
2
）

点
を
角
彗
点
又
は
角
点
と
呼
ぶ
。

訓
点
を
記
載
す
る
材
料
と
し
て
、
白
粉
の
点
、
失
点
、
墨
点
等
が
、
従
来
知

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
外
に
、
古
く
角
筆
に
よ
る
訓
点
の
存
し
た
こ
と
が
、
こ

の
四
、
五
年
来
、
そ
の
資
料
が
や
や
発
見
さ
れ
て
、
漸
く
判
明
し
て
来
た
。
自

点
や
朱
点
等
が
毛
筆
で
色
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
角
筆
点

は
、
恰
も
裁
縫
の
へ
ら
で
布
に
跡
を
つ
け
る
よ
う
に
、
紙
面
を
直
接
に
傷
つ
け

凹
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
点
や
仮
名
等
を
書
き
（
掻
）
記
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
長
年
月
の
問
に
は
、
そ
の
跡
も
消
え
か
か
り
、
目
立
ち
難
く
な
っ
て
象

り
、
今
日
ま
で
に
、
角
筆
点
の
加
点
を
確
認
す
る
こ
と
の
出
来
た
資
料
は
、
十

（
注
3
）

五
点
に
止
っ
て
い
る
。
こ
の
中
の
十
四
点
は
、
次
亘
の
訓
点
資
料
で
あ
る
。

十
四
点
の
角
筆
点
資
料
は
、
漢
籍
が
十
一
点
、
仏
典
が
三
点
で
あ
る
。
そ
の

最
古
は
、
東
山
加
文
庫
・
岩
崎
文
庫
及
び
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
古
文
尚
書
平
安

中
期
点
（
延
喜
頃
と
推
定
さ
れ
る
）
の
角
筆
に
よ
る
訓
点
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と

小
、
林
　
　
芳
　
　
規

4
5
6
7
の
七
点
は
、
現
存
す
る
平
安
中
期
漢
籍
点
本
の
総
て
で
あ
っ
て
、
全

巻
に
亘
っ
て
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
・
芦
点
が
存
す
る
。
平
安
後
期
以
降
で

も
、
角
筆
点
を
漢
籍
に
用
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
期
の
は
、
角
筆
点
を
ヲ

コ
ト
点
に
は
用
い
ず
仮
名
の
み
を
散
在
的
に
記
入
し
て
い
る
。
8
9
1
0
1
1
の
四

点
の
資
料
が
そ
う
で
あ
る
。
又
、
仏
典
で
は
、
1
2
1
3
1
4
の
三
点
の
資
料
に
角
筆

点
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
い
ず
れ
も
、
平
安
後
期
以
降
の
も
の
で
あ

り
、
角
撃
は
仮
名
の
み
の
も
の
か
、
1
3
の
如
く
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
に
用
い
て
も

一
部
分
に
止
る
、
と
い
う
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
平
安
中
期
の
も
の
と
平
安
後
期
以
降
の
も
の
と

に
は
、
角
撃
点
の
訓
点
加
施
と
い
う
機
能
の
上
に
、
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
即

ち
、
訓
点
の
職
能
を
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
等
に
よ
っ
て
全
巻
に
施
す
こ
と
を
全
面

的
な
桟
能
と
す
れ
ば
、
平
安
後
期
以
降
の
角
筆
点
は
、
一
面
的
な
機
能
し
か
果

さ
ず
、
平
安
中
期
の
角
筆
点
に
比
較
し
て
時
代
の
推
移
に
伴
う
角
筆
点
の
機
能

の
衰
退
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
安
中
期
の
角

筆
点
は
、
訓
点
と
し
て
の
全
面
的
な
機
能
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
白
点

と
同
じ
機
能
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
同
時
に
、
平
安
時
代

で
も
前
半
期
に
屈
す
る
、
古
い
時
期
の
訓
点
記
載
の
一
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
を



1
、
東
山
　
御
文
庫
蔵

2
、
岩
　
崎
　
文
　
庫
　
蔵

3
、
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵

4
、
岩
　
崎
　
文
・
庫
　
蔵

5
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵

6
、
大
　
明
　
王
　
院
　
蔵

7
、
上
野
　
理
一
氏
蔵

8
、
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵

9

、

東

山

卸

文

庫

蔵

1

0

、

東

山

釦

文

庫

蔵

1
1
、
苔
　
陵
　
部
　
蔵

1

2

、

五

島

美

術

館

蔵

1
3
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵

1
4
、
醍
　
醐
　
寺
　
蔵

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
（
五
巻
、
延
喜
（
九
〇
一
⊥

〔
角
筆
点
の
所
在
箇
所
〕

頃
）
一
全
巻

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
へ
一
巻
、
同
右
、
山
と
僚
巻
）

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
（
一
巻
、
同
右
、
凹
と
僚
巻
）

毛
　
詩
平
安
中
期
点
（
天
暦
（
九
四
七
）
以
前
）

世
説
新
書
巻
第
六
平
安
中
期
点
（
天
暦
以
前
）

漢
書
周
勃
列
伝
平
安
中
期
点
（
天
暦
頃
）

漢
書
楊
堆
伝
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
点

自
氏
文
集
巻
堅
こ
、
巻
第
四
天
永
四
年
（
二
二
二
）
点

文
選
（
九
条
本
）
巻
琴
一
十
承
安
二
年
（
二
七
二
）
点

毛
詩
巻
第
十
五
、
巻
節
十
八
鎌
倉
初
期
点

白
氏
文
集
巻
第
三
正
中
二
年
（
三
三
五
）
点

大
日
経
巻
第
一
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
点

茹
悉
地
猫
足
経
三
軸
の
中
巻
下
治
安
（
一
〇
≡
⊥
頃
点

不
空
謂
彙
神
呪
心
経
保
ロ
へ
延
か
安
か
）
点

全
巻
全
巻
全
巻
散
在

一
力
散
在
散
在
散
在

所

〔
角
筆
点
の
内
容
〕

ヲ
コ
．
ト
点
・
仮
名
・
声
点

計
右
同
右
ヲ
コ
ト
点
、
仮
名

ヲ
コ
ト
点
・
仮
名

ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
・
声
点

ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
・
声
点

仮
名
・
合
符
・
合
点

仮
名

2

仮
名
仮
名
へ
平
仮
名
体
多
し
）

（
後
半
部
に
認
む
）
仮
名

巻
下
の
巻
頭
よ
り
三
分
の
二
芸
で
。
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名

散
在
　
　
仮
名

考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

平
安
初
期
の
角
筆
点
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
き
角
筆
点
の
践
能

の
推
移
と
、
次
指
の
記
事
と
か
ら
、
漢
籍
に
関
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
予
告
し

た
に
止
っ
て
壌
㌻
安
初
期
に
角
撃
を
以
て
文
字
畠
し
た
と
い
う
記
事

僧
、
三
宝
院
蔵
大
日
経
琉
巻
第
一
（
二
十
軸
の
内
）
の
大
治
五
年
（
一
二
二
〇
）

党
延
が
金
剛
峯
寺
真
言
堂
で
童
茸
加
点
し
た
本
の
奥
に
次
の
如
く
あ
る
。

自
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
四
月
二
十
五
日
始
講
二
十
八
日
了
　
聴
衆
　
真
箆

大
技
　
真
紹
大
徳
　
意
詮
大
徳
　
夫
無
大
技
　
葺
仁
大
技
　
宗
奴
大
結

恵
等
大
穂
・
安
寛
大
徳
恵
峰
大
徳
其
東
大
徳
　
屋
基
大
徒
　
春
複
大
技

右
侯
仁
和
寺
之
御
宝
秘
本
之
奥
以
矧
所
被
害
文
也
件
本
之
外
題
大
師
細
筆
可

仇
件
本
交
巳
了
　
永
尋

（
富
沢
義
則
博
士
「
真
言
宗
の
平
台
止
点
」
「
国
語
国
文
の
研
究
二
四
七
頁
。
英
島

裕
博
士
の
教
示
に
よ
る
）

又
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
日
窪
率
氷
久
二
年
（
二
一
四
）
点
巻
第
十

（
十
六
帖
の
内
）
の
三
十
九
丁
蓑
に
貼
肯
さ
れ
た
怒
片
（
本
文
と
同
票
）
に
朱

書
で
、
是
剣
劇
説
也
　
望
若
僧
正
臼
点
云

と
あ
り
、
般
若
僧
正
が
、
賃
畠
裕
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
⊆
恵
十
九
年
巴

醐
寺
座
主
の
祝
賀
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
亦
、
参
考
と
な
る
。
更
に
、
『
笠
物
語
』

（
成
立
は
一
説
で
は
第
一
部
が
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
大
し
て
下
ら
ぬ
時
代
と
も



料票点筆角の期初安平

さ
れ
、
諸
説
が
あ
る
）
　
の
冒
頭
の
、

な

　

　

　

　

　

　

　

　

か

は

　

み

す
こ
し
馴
れ
ゆ
く
ま
ま
に
、
壕
を
見
え
物
語
な
ど
も
し
て
、
文
の
て
と
い

と

　

　

　

　

　

　

　

　

み

ふ
も
の
を
写
ら
せ
た
り
け
る
を
見
れ
ば
、
剖
引
ひ
l
引
（
角
筆
）
し
て
、
一

か

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

し

の

　

　

　

　

　

　

　

　

い

も

首
を
な
ん
、
古
き
た
り
け
る
。
な
か
に
ゆ
く
吉
野
の
河
は
あ
せ
な
な
ん
妹

せ

　

　

　

こ

（

え

）

背
の
山
を
遇
ゑ
て
見
る
べ
く

（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
本
文
）

「
か
く
ひ
ち
」
は
、
単
に
「
角
筆
」
の
読
み
方
を
示
し
、
又
、
訓
点
以
外
の
書

記
に
も
角
筆
の
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
証
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
笠
物

語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
平
安
初
期
（
主
人
公
雲
の
二
十
一
歳
が
弘
仁
十
三
年

（
八
二
二
）
）
　
の
文
字
生
活
の
一
増
を
、
同
じ
平
安
時
代
の
作
者
を
通
し
て
、
窺

う
記
事
と
し
て
輿
昧
深
い
。

十
五
点
目
と
し
て
、
此
の
度
、
輿
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
の
延
暦
四
年

（
七
八
五
）
七
月
連
座
吉
写
本
か
ら
見
出
し
た
、
全
巻
に
亘
る
角
筆
点
は
、
果

し
て
、
平
安
初
期
の
角
筆
点
の
実
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

こ
に
こ
の
資
料
の
角
筆
点
の
調
査
報
告
を
行
う
こ
と
は
、
単
に
こ
の
一
資
料
の

角
筆
点
に
止
ら
ず
、
以
後
も
同
種
の
角
筆
点
資
料
を
発
見
す
る
可
能
性
を
示
す

も
の
と
し
て
意
義
も
あ
ろ
う
と
考
え
、
敢
え
て
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
資
料
の
角
筆
点
が
、
碇
か
に
平
安
初
期
の
加
点
で
あ
る
こ
と
の
証

明
に
重
点
を
置
き
、
努
々
確
認
例
の
一
端
を
示
し
た
。

角
筆
点
資
料
の
出
現
が
、
国
語
史
に
如
何
に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
種

々
の
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
な
点
は
、
凹
文
字
生
活
史
上
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
書
記
方
式
が
、
千
年
以
上
も
前
か
ら
存
し
た
こ
と
。
倒
訓
点

資
料
と
い
う
物
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
、
音
也
・
語
彙
・
語
法
・
訓
法
等
に
．
、

新
た
な
事
例
を
数
多
く
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
加
点
が
な
い
と
見
た
箇

所
に
、
角
筆
点
の
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
漢
字
・
漢
文
の
訓
み
方
が
〓
層
詳

憲
に
な
っ
た
も
の
・
，
〇
少
な
く
な
い
．
．
仁
王
－
L
丈
に
r
h
l
三
∵
′
∵
′
「
ュ
＼
　
L
．
h
一
≡

料
で
、
朱
点
・
墨
点
等
と
角
筆
点
と
が
漠
字
音
の
体
系
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
漢
字
音
史
に
一
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
る
。
剛
史
に
覆
製
本
の

扱
い
も
自
ら
変
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
角
筆
点

は
、
京
都
大
学
文
学
部
景
印
の
複
製
本
で
も
、
部
分
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
出

（
注
5
）

来
る
が
、
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
自
氏
文
集
巻
三
、
巻
四
天
永
四
年
点
の
角
筆
点

は
複
製
本
に
は
全
く
映
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
二
巻
共
に
角
撃
の
仮
名
・
合

点
が
多
く
、
中
に
は
、
覆
製
本
で
は
昌
の
合
点
の
み
見
え
て
、
合
点
を
加
え
ら

れ
た
角
筆
点
の
方
は
見
え
な
い
所
も
あ
る
。
天
永
点
の
訓
の
研
究
に
は
、
今
後

は
角
筆
点
を
除
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

輿
聖
寺
蔵
大
店
西
域
記
巻
第
一
の
平
安
初
期
角
筆
点
を
見
出
し
た
こ
と
が
、

文
字
史
上
、
音
親
・
語
彙
・
訓
読
史
上
に
持
つ
意
義
は
、
先
の
十
四
点
と
同
じ
く
、

又
こ
れ
を
補
う
所
に
あ
る
が
、
更
に
、
注
意
す
べ
き
二
点
の
相
違
が
あ
る
。
の

今
ま
で
の
角
筆
点
の
最
古
の
も
の
よ
り
百
年
程
潮
る
、
平
安
初
期
の
角
筆
点
で

あ
る
こ
と
、
∽
使
用
者
が
、
南
都
僧
、
奈
良
時
代
か
ら
の
学
銃
を
受
縫
い
だ
伝

統
の
古
い
奈
良
の
僧
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
角
撃

点
を
漢
籍
と
の
開
運
に
お
い
て
考
え
て
来
た
の
を
改
め
、
角
撃
点
の
使
用
範
囲

が
、
資
料
の
性
格
の
上
で
も
、
時
代
の
上
限
の
方
向
で
も
、
拡
が
り
を
持
っ
て

来
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

l
「
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
の
角
筆
の
万
葉
仮
名
・
漢
字
に
よ
る

加
点

興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
は
全
十
二
帖
具
備
す
る
が
、
実
は
、
六
種
類
の
異
な

っ
た
本
文
の
取
合
せ
本
で
あ
り
、
書
写
年
代
の
最
古
が
巻
第
一
の
延
暦
四
年
書

写
、
次
い
で
、
巻
第
十
二
の
平
安
初
期
書
写
（
平
安
中
期
の
朱
訓
点
が
あ
る
。



裏
文
書
に
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
の
年
号
が
あ
る
）
、
欝
三
種
は
仁
安
二
年
（
一

二
ハ
七
）
書
写
の
巻
算
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
九
の
五
帖
（
い
ず
れ
も

同
時
の
墨
仮
名
が
あ
る
）
、
第
四
種
は
鎌
倉
末
期
頃
書
写
の
巻
第
十
、
第
十
一

の
二
帖
（
無
点
）
、
算
五
種
は
嘉
喜
一
年
（
一
四
四
二
）
書
写
の
巻
第
六
（
無
点
）
、

第
六
種
は
室
町
時
代
書
写
の
巻
第
七
、
第
八
の
二
帖
（
無
点
）
と
な
る
。
訓
点

は
、
巻
芳
一
と
巻
第
十
二
、
及
び
仁
安
二
年
書
写
本
の
五
帖
と
に
存
す
る
。
こ

の
中
、
巻
第
一
と
巻
欝
十
二
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
調
査
と
報
告
が
あ

（
注
6
）

る
。
早
く
は
、
吉
沢
義
則
博
士
が
紹
介
さ
れ
、
戦
後
に
な
っ
て
昭
和
三
十
四
年

に
は
富
田
金
彦
氏
と
曽
田
文
雄
氏
と
の
報
告
と
論
考
が
そ
れ
ぞ
れ
公
に
せ
ら
れ

（

注

7

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

注

8

）

た
。
巻
第
十
二
の
朱
訓
点
は
、
首
田
氏
に
よ
っ
て
全
文
が
解
読
さ
れ
、
昌
訓
も

吉
田
氏
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
巻
第
一
．
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、

（
注
1
0
）

白
点
が
存
す
る
こ
と
、
或
い
は
朱
点
の
ヲ
コ
ト
点
を
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
に
止

った。興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
は
、
巻
末
に
、
「
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
七
月

書
写
苫
屋
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ

の
巻
窟
二
に
は
、
角
筆
点
と
朱
ヲ
コ
ト
点
と
白
粉
点
と
が
加
え
ら
れ
て
い
l
る
。

白
粉
点
は
全
巻
に
亘
り
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
が
あ
る
が
、
失
点
は
序
の
部
分
に
ヲ

コ
ト
点
の
み
存
す
る
。
角
筆
点
と
朱
ヲ
コ
ト
点
と
白
粉
点
と
の
関
係
は
後
に
述

べ
る
が
、
こ
の
三
種
の
訓
点
は
、
い
ず
れ
も
平
安
初
期
の
加
点
と
見
ら
れ
る
。

角
筆
点
は
、
全
巻
に
亘
っ
て
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
加
え
ら
れ
て
あ
り
（
厨
謂

禁
疎
肘
欝
珊
撃
睦
加
）
、
本
文
の
部
分
に
は
、
角
撃
の
万
葉
仮
名
と
角
筆
の

漢
字
に
よ
る
字
音
注
と
訓
字
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

角
筆
点
が
、
平
安
初
期
の
加
点
で
あ
る
こ
と
は
、
H
万
葉
仮
名
・
漢
字
に
よ

る
加
点
形
式
、
臼
ヲ
コ
ト
点
法
、
臼
訓
読
法
、
の
三
点
か
ら
、
以
下
の
如
く
、

こ
れ
を
王
す
る
こ
と
が
出
完
る
。

先
ず
、
角
筆
点
の
万
葉
仮
名
・
漢
字
に
よ
る
加
点
は
、
一
巻
中
の
一
部
に
偏

在
す
る
の
で
な
く
、
全
巻
に
亘
る
が
、
平
安
初
期
の
点
本
に
見
ら
れ
る
と
同
様

に
、
各
行
各
字
に
隅
な
く
付
訓
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
散
在
し
て
い
る
。
そ
の

中
、
確
認
出
来
た
も
の
を
掲
げ
る
。
（
算
用
数
字
は
各
例
と
も
行
数
を
示
す
。
以
下

角
撃
の
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
翻
字
し
、
角
筆
の
万
葉
仮
名
・
漢
字
は
行
軍
体
を
含
む
が

そ
れ
ぞ
れ
楷
書
体
の
万
葉
仮
名
・
漢
字
で
、
本
文
の
右
傍
に
示
す
。
）

1
、
角
撃
に
よ
る
万
葉
仮
名
の
和
訓

終
　
　
　
　
　
　
（
ク
）
に
何
気

1
8
4
暮
春
之
月
雑
花
若
レ
締
、

（
「
終
」
「
阿
気
」
が
角
筆
の
文
字
、
「
に
」
は
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
。
こ
の
中
「
阿
気
し

7
カ

．
は
「
朱
」
と
同
語
源
「
ア
ケ
」
の
万
葉
仮
名
と
見
ら
れ
る
。
石
山
寺
蔵
大
店
西
域

カ

ム

ハ

タ

コ

ー

シ

記
長
究
点
で
は
「
給
の
若
」
と
あ
る
が
、
「
ア
ケ
」
は
文
意
を
汲
ん
だ
訓
で
あ
る
）

3
0
1
従
大
城
西
南
か
ヨ
山
臥
璃
亦

（
「
久
末
甫
」
が
角
肇
の
万
葉
仮
名
。
「
て
」
は
角
笠
の
ヲ
コ
ト
点
）

に
　
　
　
を
於
具
口
刹

刀
l
凡
三
賢
聖
遺
物
並
以
二
黄
金
－
絨
封
、

（
「
に
」
「
を
」
は
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
。
「
於
具
□
利
」
が
角
筆
の
万
簑
仮
名
。
「
於
」

は
行
書
体
。
「
兵
」
は
漬
棒
が
二
太
の
字
体
。
・
第
一
二
宇
目
は
「
咋
」
　
と
見
え
る
。

ス

り

．

オ

・

．

7

．
研
究
発
表
の
拓
馬
淵
和
夫
博
士
よ
り
「
奴
利
於
具
し
（
童
遣
く
）
と
読
む
教
示
を
得

た
）

を
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
乃
□

1
2
3
致
二
此
人
へ
少
長
倶
致
、
略
無
二
咤
類
－

（
「
を
」
「
て
」
は
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
、
角
票
の
「
乃
」
の
下
は
「
力
」
と
見
え
る
。

ノ

つ

レ

ん

　

　

　

　

　

′

コ

石
山
寺
戎
本
長
男
点
で
は
「
睦
茹
」
と
あ
る
。
「
乃
居
」
の
万
芸
仮
名
で
あ
ろ
う
）

．
　
邦
□
也

3
0
9
土
地
破
損
陵
阜
遠
屈
、

（
「
碗
璃
」
に
対
す
る
角
筆
の
「
那
コ
也
」
は
恐
ら
く
万
葉
仮
名
で
あ
ろ
う
が
、
石

多
く
や
せ
た
地
の
意
味
に
当
る
和
訓
と
し
て
如
何
に
読
む
か
不
明
で
あ
る
♪
「
也
」

4
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の
字
体
に
も
疑
が
残
る
）

京
口
ロ

雷
文
字
民
蓑
貸
吾
之
用

（
角
等
の
「
床
」
は
「
ま
l
ひ
」
と
田
壁
の
ろ
う
が
、
竺
一
字
目
以
下
が
消
え
て
い

て
琵
め
な
い
）

訓
導
一
㌔
新
訂
為
一
一
裏
・
¶

（
角
筆
は
殆
ど
消
え
て
い
て
崇
み
琵
く
詔
」
が
辛
じ
て
判
読
出
来
た
。
「
は
た
l

と
Ⅲ
任
あ
ろ
う
）

こ
れ
ら
の
角
筆
の
万
葉
仮
名
は
大
き
な
字
で
行
間
に
二
杯
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
凹
み
が
殆
ど
消
え
て
お
り
・
む
し
ろ
括
点
の
壁
に
這
っ
た
跡
の
よ
う
に
薄

く
光
る
設
状
と
い
う
方
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
し
か
も
そ
れ
よ
り
遥
か
に
細

い
投
に
見
え
る
文
字
で
あ
る
か
ら
解
読
は
容
易
で
は
な
い
。
調
査
竺
日
日
は

何
か
文
字
ら
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
だ
け
で
文
字
そ
の
も
の
は
不
明

で
あ
っ
た
が
、
翌
日
の
秋
晴
の
午
過
の
光
投
の
下
で
始
め
て
判
読
す
る
こ
と
が

出
来
た
も
の
で
、
傍
で
築
島
裕
博
士
の
確
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
右
以
外
に

も
所
々
に
仮
名
ら
し
い
角
筆
の
文
字
の
存
在
は
知
ら
れ
る
が
、
判
読
出
来
な
い

所
も
多
い
。

右
に
確
認
出
来
た
角
撃
の
仮
名
は
ヾ
総
て
万
莫
仮
名
体
は
・
か
り
で
あ
っ
て
、

省
国
体
は
全
く
無
い
。

「
乃
」
「
居
」
が
い
ず
れ
も
上
代
仮
名
道
に
合
っ
て
い
る
の
は
、
倍
短
の
氏
名
も

′

　

　

つ

語
例
も
表
れ
て
い
な
い
の
で
積
極
的
な
証
と
な
り
得
ぬ
も
の
の
、
字
面
の
古
用

に
似
て
い
る
の
′
が
、
注
意
さ
れ
る
。
右
の
如
き
字
体
・
字
母
の
様
相
は
、
訓
点

用
の
仮
名
と
し
て
旦
平
安
極
初
期
を
反
映
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

（
注
1
1
）

る
。
2
、
角
筆
の
字
音
注

ゐ
囚

3
…
9
伽
藍
仏
院
東
門
南
大
神
王
像
、

m
城
南
三
十
余
里
至
阿
路
野
鼠

こ
の
二
例
が
確
認
さ
れ
た
。
角
筆
の
「
為
因
」
は
「
院
」
に
つ
い
て
の
反
切
注

で
あ
り
、
角
筆
の
「
那
」
は
、
「
揉
」
の
呉
音
の
仮
名
表
記
で
、
嶺
尾
を
無
表

記
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
初
期
点
本
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

3
、
同
意
義
の
漢
字
に
よ
る
角
撃
の
注

を
　
正
　
　
　
を

5
0
唐
克
之
受
一
夫
苧
光
格
二
四
表
1

（
「
を
」
は
二
つ
共
に
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
「
正
」
は
角
筆
に
よ
る
草
書
体
。
石
山

タ
ヽ
ス

寺
蔵
本
長
寛
点
に
は
「
格
」
と
あ
る
）

終
　
　
　
　
　
　
（
ク
）
に
阿
気

1
8
4
暮
春
之
月
雄
花
若
レ
　
綺

ケ

し
か
も
・
「
ク
」
「
マ
」
の
如
｛
字
母
も
複
用
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
「
気
」
、

アカナマヤ
一
フ

阿

1
6
5
．
翫
報
締
甥
絹
絹
綽
角
警

2
1
。
林
樹
が
輿
花
果
滋
茂
（
「
召
し
及
び
句
点
は
角
筆
）

セ
マ
（
リ
）
ク
リ

け
P
罰
刀麻
末
（也）

亦利

2
3
4
東
陶
芸
、
（
「
塞
」
及
び
句
点
は
墓
。
長
党
点
に
は
「
陀
　
」
と
あ

る
）

2
3
。
山
路
崎
喝
裕
園
翫
（
「
道
」
及
び
句
点
は
角
讐
崎
嘔
」
の
右
傍
に
「
偽

久
」
の
如
き
角
筆
の
文
字
が
あ
る
）

2
7
6
此
伽
藍
㌘
批
沙
門
天
像
、
（
「
昔
し
及
び
句
点
は
墓
）



雷
　
　
　
　
　
を

2
9
9
叡
儀
聖
旨
式
、
（
「
当
」
「
を
」
及
び
句
点
は
角
撃
）

注

2
8
1
遂
告
群
屈
、
所
夢
各
徴
（
「
注
」
及
び
句
点
は
角
撃
）

泳

3
1
1
盛
夏
含
凍
、
積
雪
弥
谷
（
「
氷
」
及
び
句
点
は
角
塁
）

貴
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
（
セ
）
り
（
ト
）
を
　
退

3
6
0
食
費
凶
暴
聞
三
此
伽
藍
多
蔵
一
】
　
珍
宝
一
撃
逐
僧
徒
一
方
事
二
発
掘
三
食
」

「
退
」
及
び
句
点
は
角
筆
、
「
に
」
「
り
」
「
を
」
は
角
撃
の
ヲ
コ
ト
点
）

漢
字
に
よ
る
角
筆
の
注
は
、
比
較
的
多
く
、
他
に
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
漢
字
が
字
音
注
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
種
の
漢
字
は
、
春

（
注
1
2
）

日
政
治
博
士
の
「
訓
字
」
に
当
る
も
の
で
、
平
安
初
期
点
本
に
は
多
く
用
い
ら

れ
る
方
式
で
あ
る
。

○
沙
門
勝
道
歴
山
璧
玄
遜
砕
平
安
初
期
点

止

　

貴

ヒ

　

求

口
車
難
レ
駐
　
以
崇
　
殉
道
間
近

と
を
示
し
て
い
る
。

三
、
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
の
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
全
巻
に
亘
っ
て
お
り
、
次
の
如
く
帰
納
さ
れ
る
。

リ
再
転

如
（
巻
八
）
　
梁
（
巻
九
）
　
故
（
巻
九
）
　
為
（
巻
九
）

○
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

今
．
　
　
　
柱
．
　
　
　
本

若

君

也

　

　

　

　

掟

也

頗
（
巻
九
）
　
謡
曲

明
也
　
　
　
　
光
也

（
巻
八
）
　
赫
突
（
巻
五
）
　
曙
（
巻
九
）

○
大
唐
三
蔵
玄
奨
法
師
麦
啓
平
安
初
期
点

如
拙
を
聖
は
聖
輿
望
区
ウ
鞄

○
東
大
寺
諷
詞
文
稿
（
数
字
は
行
数
）

車

乃

り

如

　

甘

輪

　

1

1

。

覧

2

7

6

鞋

7

8

軸

2

8

4

0
九
条
本
文
選
巻
二
十
九
藁
富

加
支
阿
求
　
　
帳
　
　
敷
　
　
　
　
　
　
酒
杯

シ

グ

　

　

　

シ

l

撤
三
　
房
－
惟
－
今
庸
二
庭
－
延
一
挙
覿
鮨
－
今

以
上
、
角
筆
に
よ
る
万
葉
仮
名
・
漢
字
の
注
は
、
い
ず
れ
も
、
平
安
初
期
加

点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
し
か
も
万
葉
仮
名
は
そ
の
初
頭
期
の
訓
点
で
あ
る
こ

a
、
b
、
は
各
一
例
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
訓
法
が
不
明
で
あ
る
ば
か
り
で
な

（
注
1
3
）

く
、
後
者
は
ヲ
コ
ト
点
か
否
か
も
疑
わ
し
い
。
さ
す
れ
ば
、
ヲ
コ
ト
点
は
、
合

符
と
漢
字
右
下
の
長
め
の
斜
銀
（
句
又
は
謡
を
示
す
）
を
除
け
ば
、
屋
点
だ
け

で
あ
る
。
星
点
の
点
法
が
、
こ
れ
と
全
く
一
致
す
る
訓
点
資
料
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、

酷
似
す
る
点
法
を
用
い
た
資
料
に
は
、
成
実
論
天
長
五
年
（
八
二
八
）
点
、
鋲
宝

切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
盲
点
・
山
田
本
妙
法
薫
率
経
方
便
品
古
点
・
大
乗
広

百
論
釈
論
承
和
八
年
（
八
竺
）
点
が
あ
り
、
共
に
足
点
の
点
法
は
一
致
し
、
昆

点
図
は
次
の
如
く
帰
納
せ
ら
れ
る
。

l
「

こ

　

．

　

ハ

．

句

カ
ヲ

　

　

イ

○
成
実
論
天
長
五
年
（
八
二
八
）
点

自
点
　
ヲ
コ
ト
点
の
責
数
十
致
壷

○
鋲
宝
切
金
光
明
員
旛
王
窪
註
釈
平
安

初
期
点
　
自
点
　
責
数
十
致
責

○
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
平
安
初

期
点
　
自
点
　
壷
数
十
数
壷



料資点肇角の期初安平

○
大
乗
広
言
論
釈
論
承
和
八
年
（
八
四
一
）
点
　
自
失
点
　
壷
数
二
十
数
壷

こ
れ
と
大
店
西
域
記
巷
算
一
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
と
比
較
す
る
と
、
四
隅

の
テ
・
ヲ
・
ニ
・
ハ
及
び
イ
・
モ
・
コ
ト
が
一
致
し
、
四
周
で
不
一
致
は
カ
の

み
で
あ
る
。
昆
点
に
「
音
」
を
示
す
ヲ
コ
ト
点
を
持
つ
こ
と
も
通
ず
る
。
〈
欝
）
。

右
の
成
実
論
天
長
点
以
下
百
論
釈
論
承
和
点
の
四
資
料
の
加
点
は
い
ず
れ
も
平

安
初
期
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
前
半
期
に
屈
す
る
。
現
存
の
限
ら
れ
た
平
安
初
′

期
点
本
五
十
余
点
の
中
で
、
既
に
屋
点
法
が
一
致
す
る
資
料
が
四
種
も
あ
る
の

に
対
し
て
、
角
筆
点
の
点
法
は
、
酷
似
す
る
も
の
は
あ
る
が
、
こ
れ
と
一
致

す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
は
注
意
さ
れ
る
第
一
点
で
あ
る
。
更
に
右
の
四
種

の
書
料
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
、
昆
点
以
外
の
鈎
点
・
緑
点
な
ど
も
用
い
て
お
り
、

成
実
論
天
長
点
・
飯
宝
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
古
点
・
妙
法
達
筆
経
方
便
品

古
点
で
十
数
責
、
百
論
釈
論
承
和
点
で
二
十
数
壷
が
数
え
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
角
撃
点
の
ヲ
コ
ト
点
が
星
点
だ
け
で
あ
る
の
も
注
意
さ
れ
る
第
二
点
で
あ

る
㍉
こ
の
嬰
一
点
に
つ
い
て
は
、
春
日
政
治
博
士
が
、
平
安
極
初
頭
期
の
点
本

を
調
査
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
が
昆
点
本
位
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
又
聖
語
蔵

（
注
1
4
）

本
阿
址
達
磨
雑
集
論
古
点
の
ヲ
コ
ト
点
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
た
事

と
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
更
に
第
三
に
、
平
安
初
期
で
、
成
実
論
天
長

点
以
下
の
四
種
の
星
点
図
が
似
た
資
料
を
見
る
と
、
大
乗
掌
珍
論
承
和
・
嘉
祥

点
、
大
智
度
論
天
安
二
年
（
八
五
八
）
点
、
聖
語
蔵
中
観
論
古
点
、
法
隆
寺
蔵
維

（
注
1
5
）

産
経
義
琉
巻
下
平
安
初
期
点
で
A
図
の
如
く
で
あ
り
、
又
、
聖
語
蔵
本
菩
薩
喜

（
注
1
6
）

戒
経
盲
点
は
B
図
の
如
く
で
あ
り
、
金
剛
般
若
経
費
述
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
点

（
注
1
7
）

は
C
図
の
如
く
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
右
中
の
点
が
「
シ
」
と
な
り
、
四
周
の

点
法
は
、
点
図
集
所
載
の
西
基
点
へ
の
繋
が
り
を
思
わ
せ
る
形
式
に
な
っ
て
来

て
い
る
。

○
大
乗
掌
珍
論
承
和
元
（
八
三
四
）
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
点
　
自
点
　
壷
数
十
六
壷

）A
カ

ヲ

　

　

イ

　

　

テ

・
反

C
大
害
民
話
天
史
二
年
（
・
八
三
・
八
）

点
　
自
点
　
壷
数
十
四
壷

○
聖
語
蔵
中
観
論
平
安
初
期
点

白
点
　
壷
数
二
十
二
壷

○
法
降
寺
蔵
経
歴
経
義
疏
巻
下
平

安
初
期
点
　
自
点

○
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
平
安
初
期

点
　
白
点
　
壷
数
十
一
壷

○
金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
点

自
点
　
　
壷
数
十
九
壷

ロ出
．
反

シ
カ
．
，
句

因
み
に
、
角
筆
点
が
、
点
図
集
所
載

の
点
法
と
一
致
し
な
い
こ
と
は
無
論
で

あ
る
。
以
上
三
点
を
総
合
す
る
に
、
角

筆
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
法
か
ら
見
る
と
、

平
安
初
期
の
、
し
か
も
前
半
期
以
前
の

加
点
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
法
を
、
前

節
の
万
葉
仮
名
使
用
と
併
せ
考
え
る

と
、
そ
の
加
点
時
期
が
一
層
判
明
し
て

来
る
。
春
日
政
治
博
士
は
、
平
安
極
初

頭
期
十
数
年
問
　
（
延
暦
・
大
同
七
九
四
－

八
〇
九
）
の
点
本
群
を
一
発
達
段
階
的
に

分
け
ら
れ
、

一
、
ヲ
コ
ト
点
な
く
、
真
仮
名
本
位
の
も
の
。
実
字
は
概
ね
草
体
で
、
符
号

は
句
点
又
は
反
点
の
み
。
景
雲
写
一
切
有
部
晩
奈
耶
な
ど
。



二
、
ヲ
コ
ト
点
は
昆
点
の
み
で
、
真
仮
名
体
が
多
く
、
省
画
体
は
四
分
の
一

程
度
。
景
雲
写
羅
摩
伽
経
な
ど
。

三
、
ヲ
コ
ト
点
が
星
点
の
外
に
、
二
・
三
の
線
点
を
も
使
用
。
（
省
固
体
の

仮
名
も
用
い
る
）
。
東
大
寺
諷
詞
文
稿
・
阿
批
達
磨
雑
集
論
古
点
な

ど
。

（
注
1
8
）

と
さ
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
段
階
は
必
ず
し
も
数
年
毎
に
画
一
的
に
推
移
し
た
と

は
考
う
べ
き
で
な
い
が
、
発
達
段
階
の
型
と
し
て
把
え
ら
れ
よ
う
。
角
筆
点
が

星
点
の
み
で
句
点
が
多
く
、
万
葉
仮
名
本
位
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に
致
し
て
、

第
二
段
階
に
近
い
姿
と
見
ら
れ
る
。
少
く
と
も
点
法
・
仮
名
字
体
の
発
達
程
度

か
ら
見
て
、
成
実
論
天
長
五
年
点
な
ど
よ
り
は
更
に
湖
っ
て
、
平
安
初
頭
期
の

加
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
の
角
重
点
の
訓
読
法

大
唐
西
域
記
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
主
と
し
て
助
詞
・
助
動
詞
・
活
用

語
尾
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
訓
読
さ
れ
た
言
語
も
、
平
安
初
期

の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
二
点
か
ら
判
明

す
る
。第
一
は
、
助
詞
「
い
」
を
歴
々
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
助
詞
「
い
」
は

ヲ
コ
ト
点
の
左
中
の
点
で
示
さ
れ
て
お
り
、
次
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

－

恒

　

て

　

を

　

　

ロ

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

て

○
其
弟
受
レ
命
窮
日
割
レ
勢
防
二
来
所
一
也
、
封
一
乏
金
函
一
持
以
上
レ
王
、
d
l
（
l
丑
）

日
斯
何
謂
也
、
対
日
「
廻
駕
之
日
．
乃
可
三
開
発
－
」
、
即
付
二
勢
事
一
随
レ
軍
l
（
略
）
妊
l
細

（

カ

ム

）

と

　

l

こ

ー

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

乱
中
冥
尋
問
毘
怒
欲
レ
軍
一
厳
刑
へ
弟
「
不
l
鼓
逃
鼠
や
厩
開
一
壷
函
こ

い

　

l

こ

王
遂
発
、
而
視
之
乃
断
勢
也
、
（
1
4
9
－
1
5
3
行
）

8

て

　

　

　

　
　
　
　
　
を
　
　
　
に
　
に
ー
い
（
マ
リ
）
て
　
　
に
　
（
ス
ア
）
ゥ
　
　
　
　
　
（
ナ
ル
）
こ
と
を
u

O
既
事
事
情
訪
「
道
摩
騰
入
下
洛
経
蔵
二
石
室
】
未
レ
尽
二
竜
宮
之
奥
へ

（
序
8
9
行
）

－

ル

て

　

と

　

　

l

こ

　

　

　

　

を

○
請
一
】
史
革
レ
音
梯
レ
山
〔
而
〕
奉
マ
書

○
剖
剋
較
堕
姦
至
】
挙
真
風
土
一

〇
詳
恕
蘭
甜
所
レ
未
l
膏
閲
へ

（
厘
3
3
3
4
行
）

（
本
文
5
7
行
）

（
　
〝
　
6
1
行
）

り

l

l

l

1

．

．

一

ル

　

て

○
賛
一
武
功
之
続
】
諷
J
成
－
己
実
】
英
二
文
枝
之
盛
】
欝
為
二
称
首
一
（
　
〝
6
0
行
）

○
款
訓
〕
大
き
諸
軍
会
　
　
　
　
　
　
（
″
1
3
1
行
）

も
（
D
モ
ロ
ノ
）

〇
日
丑
昔
遊
方
、
命
〔
命
〕
レ
知
二
留
事
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
″
　
1
5
3
行
）

○
我
今
形
戯
曽
非
－
一
宿
業
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
〃
　
1
5
6
行
）

○
以
故
寧
一
入
－
敢
得
二
攻
究
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
〃
　
即
行
）

○
我
懐
l
一
怨
饉
之
心
へ
刻
矧
故
然
善
悪
明
夫
　
　
　
　
　
　
（
〃
　
4
1
9
行
）

主
格
に
附
い
て
そ
の
語
句
を
強
調
す
る
役
を
果
し
て
お
り
、
平
安
初
期
点
本
の

「
い
」
の
用
法
に
通
ず
る
。
助
詞
「
い
」
が
、
平
安
初
期
の
点
本
に
は
総
て
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、
降
っ
て
平
安
中
期
以
降
の
点
本
で
は
、
特
定
の
資
料
以
外

（
注
1
9
）

は
、
一
般
に
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
既
に
説
い
た
所
で
あ
る
。
特
定
の

資
料
と
は
因
明
・
唯
識
関
係
書
と
か
漢
籍
の
平
安
初
期
訓
の
残
存
例
と
か
等
で

い
ず
れ
も
平
安
初
期
頃
の
古
い
訓
法
と
関
係
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。
従
っ
て
、

右
拓
の
如
き
「
い
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
平
安
初
期
の
調
法

で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
大
唐
西
域
記
の
点
本
で
は
、
平
安

中
期
以
降
の
も
の
に
は
「
い
」
を
見
ず
、
興
聖
寺
蔵
の
巻
第
十
二
天
暦
頃
失
点

に
も
、
石
山
寺
議
長
軍
冗
年
（
二
六
三
）
点
に
も
、
醍
棉
寺
琶
本
巻
算
十
二
建

保
二
年
（
二
二
四
）
探
賢
点
に
も
、
「
い
」
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。第
二
は
、
大
店
西
域
記
の
、
平
安
中
期
以
降
の
点
本
と
訓
読
法
を
比
較
し
た

結
果
、
そ
の
相
違
が
、
平
安
初
期
の
訓
法
と
後
世
の
訓
法
と
の
相
違
の
型
に
一

致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
文
を
同
じ
く
す
る
巻
第
一
は
、
石
山
寺
議
長
寛
元
年
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点
に
現
存
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
興
聖
寺
本
の
角
筆
点
の
訓
法
と
長
寛
点
の
訓

法
と
を
比
較
す
る
と
、
次
の
如
き
異
同
が
判
明
し
た
。

工
、
禁
書
語

l
・
角
票
点
が
助
詞
・
助
勢
詞
・
形
式
語
を
読
添
え
て
い
る
所
を
、
．
長
克
点
は

そ
れ
ら
を
設
添
え
な
い
。

ィ
、
助
詞
「
い
」

を
〔
訓
〕
　
　
　
に

像
画
】
一
掠
台
一
（
9
行
）

粥
副
祁
軒
軌
崇
㌢
賢
題
（
1
7
行
）

ュ

倒
、
軌
訂
台
一

ん
こ

曲
『
硯
不
レ
被
レ
物
、
威
不
友
レ
遠

類
例
は
、
3
1
3
2
1
3
1
4
1
m
3
5
1
行
に
も
あ
る
。

（
角
禁
点
）

l

l

、

て

　

　

　

　

も

（

ロ

モ

ロ

ノ

）

竜
変
為
レ
人
与
基
軸
鼻
一
会
（
1
3
1
行
）

〔
…
已

王
望
簑
疎
毎
髭
刑
ご
1
5
2
行
）

．
I
h

（
長
寛
点
）

l
プ
グ

窃
熟
為
レ
ん
与
二
諸
軍
会

に

罰
賢
恕
誓
琴
平
刑
一

類
例
は
・
5
7
m
1
5
2
1
5
2
捕
劉
4
1
9
行
の
七
例
が
あ
る
。
尚
長
寛
点
で
「
の
」
な

ど
の
伯
の
助
詞
に
訓
ま
れ
て
い
る
例
は
∽
参
照
。
長
克
点
で
は
「
い
」
は

ホ
、
助
詞
「
に
」

劉
章
二
何
日
一
l
秘
二
神
光
於
万
里
一

（
8
行
）

（

ナ

ル

）

こ

と

　

　

の

臥
齢
㌍
造
化
－
明
等
一
一
照
臨
一
（
1
9
行
）

撃
玉
野
が
会
処
l
（
即
行
）

ー

1

7

ラ

ハ

シ

　

　

　

’

カ

グ

セ

リ

　

　

　

　

　

　

（

ユ

）

夢
章
二
侃
昌
一
秘
二
神
l
光
於
万
里
一

I

と

ト

シ

ク

　

　

　

に

丘

　

　

　

シ

功
倖
一
一
造
l
化
萌
等
二
軍
臨
↓

輿
タ
リ
訂
軋
勺
大
島
蟹

全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

ロ
、
助
詞
「
は
」

－
出
て
と

入
荷
二
再
l
生
】
宍
一
恵
財
狼
之
l
吻
↓

（
1
9
行
）

刻
苦
文
宿
焦
積
学
高
才
l

爺
匿
l
）

を
は
鮎
採
訂
経
宕
レ
撃
真
如
之
旨
一

（
1
4
行
）

判
孟
些
＿
（
1
1

2
行
）

刃
輿
再
生
憲
磁
墾
狼
姦
‥
↓

（

7

リ

）

乱
争
毀
牢
徳
鵜
学
高
才

に

ー

リ

　

と

　

　

メ

　

　

　

　

を

徒
採
二
神
経
一
夫
レ
極
二
真
－
如
之
旨
一

（
ん
）
l
こ
　
と
　
　
　
　
（
ヲ
）
モ
テ
ス

飾
レ
之
錦
－
綺

類

例

は

2

1

9

2

0

2

9

6

4

9

3

1

2

5

1

3

3

1

4

2

1

5

3

1

6

9

1

6

9

1

7

0

1

7

9

1

7

9

2

1

5

2

1

5

2

1

7

2

2

1

2

2

4

2

2

7

m

3

4

3

3

7

4

行

に
も
あ
る
。

ハ
、
助
詞
「
も
」

凡
〔
亦
〕
謂
レ
烏
（
1
7
5
行
）
　
一
刃
亦
謂
レ
郎

ニ
、
助
詞
「
を
」

類
例
は
7
4
1

2
9
1
5
0
1
9

2
2
g
5
凱
剖
35
7
狙
3
6

8
行
に
も
あ
る
。

へ
、
助
詞
「
て
」

に

l

k

　

セ

　

　

　

　

　

を

は

徒
採
二
神
経
一
未
レ
極
二
真
如
之
旨
一

（
1
3
行
）

て

劇
引
石
碩
一
至
二
凌
山
↓
（
1
6
4
行
）

に

－

り

　

を

　

　

メ

　

　

　

と

徒
採
二
神
経
一
夫
レ
極
一
衰
l
如
之
旨
一

（
リ
）
　
　
　
を
　
　
（
ん
）
　
　
に

度
一
一
右
横
一
重
二
凌
山
】

類
例
に
2
3
2
3
1
4
3
3
7
が
あ
る
が
第
一
例
以
外
は
い
ず
れ
も
長
寛
点
の
方
に
は
訓

が
な
く
不
明
で
あ
る
。
中
田
博
士
は
動
詞
の
連
用
形
に
訓
ん
で
お
ら
れ
る
。

ト
、
助
動
詞
「
た
り
」
「
り
」

に

蜂
－
臥
撃
り
於
開
基
一
（
1
2
行
）

（
セ
）
り
　
　
　
と

為
レ
　
号
（
7
3
行
）

（
テ
）
り
（
ト
）

雄
レ
阻
二
山
川
一
不
レ
替
供
養
（
3
5
7
行
）

チ
、
形
式
名
詞
「
こ
と
」

寧
尽
二
物
土
之
輿
）
。
と
霹
行
）

ホ
ウ
　
ス
イ
　
イ
マ
シ
ム
　
グ
エ
ソ
サ
イ
に

蜂
－
燈
、
撃
一
於
閑
塞
一

す

　

を

為
レ
号へタ
ツ
（
ト
）
　
　
　
を
　
　
　
（
ス
テ
）
　
　
　
を

虻
レ
阻
二
　
山
川
一
不
レ
撃
一
供
養
－

〓
中
堅
ヤ
物
主
之
鮎
】



（
レ
ル
）
こ
と
　
（
タ
）
h
ソ

仏
像
荘
飾
　
殆
越
二
人
エ
】
（
1
3
5
行
）
．
．

（
ス
ル
）
こ
と

飲
食
　
巳
詑
（
3
9
5
行
）

仏
－
像
荘
l
鮒
殆
越
二
人
工
】
．

－

　

　

　

　

1

こ

　

て

飲
食
巳
詑

類
例
は
1
0
1
3
1
9
2
9
3
5
1
0
0
1
1
6
1
8
0
3
2
0
行
に
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
は
、
角
筆
点
の
訓
法
に
対
し
て
、

長
寛
点
の
訓
法
が
て
に
を

は
の
読
添
え
の
少
い
中
性
的
な
訓
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

2
、
角
筆
点
と
長
寛
点
と
で
読
添
語
の
異
な
る
も
の
。

リ
、
係
助
詞
「
は
」
「
も
」
を
角
筆
点
で
読
添
え
る
所
を
、
長
寛
点
で
は
格
助

詞
で
訓
む
。

ヰ
一

宝
主
之
卯
無
二
礼
義
二
8
5
行
）

一
一

此
国
多
出
二
尊
属
二
響
行
）

て

　

　

　

を

　

　

　

ー

輸
二
一
小
山
】
越
二
二
大
河
】
（
1
1
7
行
）

サ
ト
に

宝
主
之
細
事
、
一
礼
義
】

の
l
l
k
す

此
国
多
出
二
善
馬
一

の
を
の
ー
ー
－
．
権

助
二
一
小
山
一
越
二
二
大
河
一

ヌ
、
角
筆
点
が
「
を
」
を
読
添
え
る
所
を
長
寛
点
で
は
、
「
に
」
を
読
啓
え
る
。

と

実
権
工
司
（
2
3
行
）

か
ー

翼
有
レ
捕
二
於
週
間
二
3
7
行
）

て
．
－
1
1
施

命
一
】
母
弟
】
摂
二
知
留
事
】
　
（
1
4
3
行
）

八
方
ん
　
　
　
　
ー
　
　
　
一
l

実
惟
二
素
－
蓄
－

ム
　
’
キ
ヌ
7
コ
ト
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
F
に

宍
有
レ
補
二
　
於
退
l
閉
－

－
　
　
　
に
　
ス
ヘ
　
（
ラ
）
シ
▲
　
　
　
を

命
二
母
弟
－
摂
l
元
　
留
事
一

ル
、
角
筆
点
が

「
に
」
を
読
添
え
る
所
を
、
長
寛
点
で
は
「
を
」
「
よ
り
」
を

て

　

　

　

を

　

〔

訓

〕

」

閥
二
宜
宇
一
而
創
一
高
図
－
（
1
8
行
）

〔
訓
〕
　
割
引
吋

冒
二
重
険
－
　
　
（
2
5
行
）

図
一
珍
宝
】
l
（
輿
行
）

‥
フ
、
接
続
に
関
す
る
読
添
語
の
相
違

は

．

－

k

　

　

を

入
荷
二
再
l
竺
宍
二
骨
財
狼
之
●
吻
叫

（
1
9
行
）

法
師
娠
軋
法
町
を
祇
由
之
芙

こ
と
（
ナ
キ
）
を

屈
－
　
　
（
2
1
行
）

類
例
は
2
2
2
5
2
6
1
1
5
行
に
も
あ
る
。

．
司
4
コ
叫
　
　
　
〔
訓
〕
　
　
を

博
考
二
　
精
微
－
問
二
不
レ
聞
於
生
滅

〔
合
〕
　
に

之
l
際
一
（
2
7
行
）

類
例
は
㌶
2
9
行
に
も
あ
る
。

l
こ
－
1
（
ル
l
∵
に
は
　
は
（
セ
）
り

間
至
　
頗
存
二
記
注
一
（
1
3
行
）

珊
〔
則
〕
索
三
河
世
界
一
へ
竺
汀
）

ワ
、
助
動
詞
の
読
添
語
の
相
違

に
．
h
に
h

交
一
合
牝
馬
一
遂
生
二
竜
駒
一
（
凹
行
）

入
荷
二
再
生
一
宍
ェ
骨
財
l
狼
之
吻
】

て

封

叫

　

－

こ

イ

タ

ミ

法
l
師
幼
漸
二
法
l
門
可
箪
－
祇
園
之
美
雪

屈 ヒ
タ
イ
　
　
　
　
を
　
て
八
ジ
メ
　
　
　
　
ヲ

閥
こ
ま
宇
】
而
創
二
帝
図
－

’
カ
シ
　
　
　
ケ
ム
を

冒
二
重
l
険
－

ハ
カ
ラ
ム
ト
（
ス
）
－
．
1
到

図
二
　
珍
宝
－

1
こ
け
け
　
　
　
を
シ
ヽ
ツ
タ
を
サ
イ

01

タ
カ
▲
カ
へ
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
へ
’
）

博
考
一
一
精
微
一
問
二
不
l
悶

7

ヘ

ビ

タ

）

l

こ

於
生
l
滅
之
際
－

す
、
こ
け
け
k
　
″
＝
云
ニ
ー
モ
　
モ

間
至
頗
存
二
　
記
注
一

（
レ
）
は

然
　
〔
則
〕
索
二
珂
世
界
一

J
¶
ヨ
　
　
　
と

交
え
口
牝
馬
一
遂
生
二
　
竜
均
一

読
添
え
る
。

相
打
撃
乳
鮎
『
（
胃
）

如
レ
是
漸
l
染
レ
人
（
1
3
2
行
）

に

如
来
訪
証
二
仏
具
姦
二
菩
提
樹
一

（
2
9
4
行
）

．
て
　
l
l
け

此
薬
叉
神
変
現
二
異
形
l
　
（
罰
行
）

札
粥
チ
墾
乳
瓢
成
レ
亀

一
ど

如
レ
是
新
染
レ
人

ヨ
“
ツ

如
来
初
証
二
仏
采
が
訂
画
期

の此
薬
叉
神
聖
現
り
乳

カ
、
角
筆
点
が
「
に
あ
り
」
と
訓
む
所
を
、
長
質
点
は
「
な
り
」
と
訓
む
。

に
（
ア
）
り

基
址
相
臨
、
数
百
余
　
央
（
型
行
）

l

こ

（

7

）

り

渾
宙
洞
治
漂
急
　
へ
一
撃
汀
）

有
一
高
諾
迦
招
宴
九
条
僧
伽
既
衣
一

路
赤
顛
ア
）
討
行
）

に
（
ア
ル
）

道
　
　
央
（
3
5
行
）

ー
ナ
り
（
シ
）
て
　
　
　
　
（
ナ
り
）

基
址
相
隣
．
数
百
余
　
臭

っ
ン
　
　
　
　
、
キ
　
年
ウ
　
　
　
　
　
（
ナ
ワ
）

渾
l
音
、
泊
l
恵
、
漂
・
急

ハ
ヤ
クの

有
二
高
話
逗
持
要
九
条
招
日
伝
衣
】
拝

の
（
一
一
シ
テ
）

赤
色

ハ
ル
カ
ナ
ル
（
カ
ナ
）

道
　
　
　
央



村費点肇角の親初安平

「
に
あ
り
」
が
平
安
初
期
以
前
の
古
い
形
で
、
後
に
「
な
り
」
に
転
ず
る
こ

と
も
、
角
票
点
の
古
さ
を
示
す
一
正
と
見
ら
れ
る
。

Ⅱ
、
助
字
の
封
法

l
、
「
者
」
を
角
票
点
が
「
は
」
「
こ
と
」
と
罰
ず
る
の
に
対
し
て
、
長
究
点
は

「
も
の
」
と
罰
す
る
。

（

ス

ア

）

る

．

は

芦
致
所
レ
不
レ
望
者
呈
可
二
軍
苧
姦

・
（
4
行
）

詔
百
学
者
甲
衰
文
－
玩
之
（
懸
行
）

C
　
の
　
　
　
’
ヨ
ハ
守
レ
ほ
　
　
ム
　
7
ナ
チ
．
イ
7

声
教
所
レ
不
レ
望
者
豊
可
二
勝
遣
ご

我C
　
　
　
の
こ
こ
の
　
　
　
の
　
　
に
　
　
　
と

諸
習
l
学
者
即
三
共
文
一
翫
レ
之

類

例

は

、

1

1

1

1

1

2

1

5

1

6

1

8

2

1

2

5

3

2

撞

m

行

に

も

あ

る

．

．

1
、
2
、
は
角
筆
点
が
助
字
「
者
」
「
為
」
に
助
詞
・
形
式
語
の
辞
の
訓
を
付

す
の
に
対
し
て
、
長
寛
点
は
「
も
の
」
「
た
め
に
」
と
い
う
詞
の
訓
を
与
え
て

い
る
。
3
、
4
、
は
角
筆
点
が
不
読
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
長
寛
点
は
一
定
の

訓
を
付
し
て
い
る
。

Ⅱ
、
実
詞
訓
の
相
違
（
各
例
の
定
縁
の
下
が
長
寛
点
）

l
、
角
筆
点
が
和
訓
の
語
を
長
寛
点
は
字
音
と
す
る
。

類
例
は
3
1
3
1
遁
1
6
3
響
行
に
も
あ
る
。

一
報
餐
空
相
行
）
　
一

ヒ
（
ヱ
1
わ
7
ラ
ム
十

一
患
者
　
　
哉

2
、
受
身
「
刹
l
所
」
を
角
筆
点
が
「
に
」
と
訓
ず
る
の
に
対
し
て
、
長
寛
点

は
、
「
た
め
に
」
と
訓
ず
る
。

昔
〔
為
l
〕
突
灰
所
レ
掠
（
m
行
）

シ
L
L
l
こ
．
．
の
　
レ
　
オ
ス
ノ
ラ

苦
為
二
突
灰
】
所
レ
掠

て

　

と

　

　

　

　

　

シ

テ

竪
レ
空
（
6
行
）
－
望
空

サ
ク
コ
ウ

l
こ
て

一
統
（
1
4
行
）
I
T
統

グ
ワ
ン

喧
寒
（
2
6
行
）
－
喧
l
芸

シ
ー

不
レ
悶
（
2
7
行
）
－
不
－
問

沐
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
）

含
レ
凍
（
1
6
5
行
）
－
含
－
凍

郡
口
也

碗
訴
（
3
0
7
行
）
－
碗
l
碗

て

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ル

’

ヤ

絶
レ
遠
（
1
2
行
）
－
絶
－
達

l
こ
に

冥
助
（
2
5
行
）
－
冥
l
助

と不
レ
見
（
2
6
行
）
－
不
－
見
　
′

も
（
ロ
モ
ロ
ノ
）

諸
　
竜
（
1
2
7
行
）
－
諸
⊥
葛

這

黙
径
（
2
3
0
行
）
－
黙
－
径

貪
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ム

食
費
（
3
6
0
行
）
－
貪
埜

3
、
「
之
」
を
角
筆
点
は
全
く
不
議
と
す
る
の
に
対
し
て
、
長
寛
点
は
「
－
′
．
れ
」

2
、
和
訓
が
角
筆
点
と
長
寛
点
と
で
異
な
る
も
の
。

と
訓
ず
る
。

を

は

　

　

　

　

　

　

　

に

を

J

遠
〔
則
〕
箪
一
〔
オ
〕
於
国
典
一
近
〔
則
〕

に
（
セ
）
り
ト
1

詳
ニ
〔
之
〕
於
故
老
】
．
（
聖
行
）

に

　

－

一

り

敬
措
レ
序
〔
之
〕
云
レ
商
（
3
8
行
）

類
例
は
5
6
1
4
2
1
m
行
に
も
あ
る
。

（
〇
　
　
　
カ
ム
九
へ
t
l
を
　
　
　
　
　
に
（
キ
）
は

遠
〔
則
〕
稽
二
之
於
国
典
一
近
〔
則
〕

こ

セ

リ

ー

を

詳
二
之
於
故
－
老
一

敬
播
　
序
レ
之
云
爾

シ
テ
（
ス
）
I
k

4、

「
而
」
を
角
撃
点
は
全
く
不
読
と
す
る
の
に
対
し
て
、
長
寛
点
は
直
接
に

へ
グ
）
l
こ
阿
気
コ
ト
シ
カ
ム
ハ
タ

若
レ
綺
（
18
4
行
）
－
若
レ
綺

凪
（
1
3
行
丁
頗
ル

の
シ
に

等
二
照
臨
一
（
1
9
行
）
－
等
一
面
臨
】

軋
ル
三
人
li
3
1
行
・
3
2
行
）
l
あ

（
ミ
ん
）
に
タ
ツ
ネ
ミ
レ
ハ

詳
夫
（
4
行
）
－
詳
夫

隠
（
36
行
）
－
低

於
具
□
利
　
　
　
　
　
ツ
、
ミ
カ
タ
メ
（
タ
リ
）

絨
封
　
（
3
3
1
行
）
－
絨
　
封

ヒ
ト
シ
ク

倖
封
造
化
一
（
1
9
行
）
－
倖
二
造
化
一

ハ
セ
ウ
ツ
テ

風
徒
（
2
6
行
）
」
贋
徒

ホ
ヽ

粗
（
1
2
1
行
）
－
粗

艮
l
（
1
6
行
）
－
艮

「
て
」
を
訓
ず
る
。

て

　

　

を

　

－

．

尚
且
堕
一
西
海
一
〔
而
〕
容
嗟
（
1
4
行
）

て

　

に

に

　

－

　

　

て

　

（

ヲ

）

仮
二
冥
助
一
〔
而
〕
践
二
貝
塗
一
（
2
5
行
）

ヲ
マ
タ
カ
ヘ
リ
ミ
　
　
　
　
を
　
て
シ
ム
　
サ
h

尚
且
恰
二
西
海
一
而
啓
－
嗟

（
リ
）
　
　
　
　
　
を
　
て
7
ム
　
　
　
　
　
を

仮
二
冥
－
助
一
而
践
二
良
塗
】

以
上
の
如
き
角
筆
点
と
長
寛
点
と
の
間
に
見
ら
れ
た
訓
法
の
相
違
は
、
平
安

初
期
加
点
と
院
政
期
点
と
の
訓
法
の
相
違
に
極
め
て
よ
く
通
ず
る
も
の
で
あ
　
1
1

（
注
2
0
）

る
。
こ
の
二
時
期
の
相
違
を
示
す
好
例
と
し
て
曽
て
整
理
し
た
所
の
、
知
恩
院



蔵
大
唐
三
蔵
玄
契
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
と
興
福
寺
蔵
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

巻
六
永
久
四
年
点
所
収
（
慈
恩
伝
永
久
点
）
　
の
同
漢
文
の
訓
法
の
相
違
は
、

工
、
読
添
語
に
つ
い
て
、
1
、
添
意
性
の
助
詞
「
い
」
「
し
」
「
く
の
み
」
「
や
」

は
平
安
初
期
点
に
用
い
ら
れ
、
永
久
点
で
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
又
、
添

悪
性
の
助
詞
「
は
」
「
も
」
等
は
永
久
点
で
は
少
く
な
る
。
（
右
指
の
相
違
の

I
イ
ロ
バ
が
該
当
）
。

2
、
永
久
点
で
は
格
奉
示
語
　
（
接
続
助
詞
も
含
む
）
・
時
制
の
助
動
詞
な
ど
は
、

必
要
最
小
限
に
読
添
え
ら
れ
る
。
（
右
指
の
相
違
の
工
ニ
ホ
へ
ト
チ
が
該
当
）

3
、
平
安
初
掬
点
で
諸
種
の
類
義
語
の
意
味
の
差
を
、
永
久
点
で
は
捨
象
し
て

特
定
語
に
代
表
さ
せ
用
い
る
。
（
エ
リ
ヌ
ル
が
該
当
）
。

Ⅱ
、
助
字
の
訓
法
で
は
、
1
、
平
安
初
期
点
で
辞
の
訓
で
あ
っ
た
助
字
が
、
永

久
点
で
は
詞
の
訓
に
な
る
。
（
Ⅱ
1
2
が
該
当
）
。

2
、
平
安
初
期
点
で
不
読
の
助
字
が
、
永
久
点
で
変
っ
た
も
の
は
必
ず
一
定
訓

を
持
つ
。
（
Ⅱ
3
4
が
該
当
）
。

Ⅱ
、
．
笑
詞
訓
で
は
、
1
、
平
安
初
期
点
の
和
訓
の
字
を
、
永
久
点
で
は
字
音
読

と
す
る
　
（
Ⅱ
1
が
該
当
）
。

2
、
平
安
初
期
点
の
和
訓
を
平
易
な
和
訓
と
す
る
　
（
Ⅱ
2
が
該
当
）
。

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
い
ず
れ
も
一
定
傾
向
に
訓
法
が
変
遷
し
た
現

れ
と
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
漢
文
を
文
全
体
と
し
て
把
挺
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る

国
語
を
当
て
る
と
す
る
平
安
初
期
の
個
性
的
な
訓
読
態
度
に
対
し
て
、
永
久
点

の
態
度
は
、
漢
字
一
字
毎
の
訓
を
考
え
て
そ
れ
に
従
っ
て
画
一
的
稔
械
的
に
訓
．

読
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
角
筆
点
と
長
寛
点
と
の
訓
法
の
相
違
も
、
そ

れ
と
揆
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
角
筆
点
が
訓
法
上
か
ら
も
平
安
初
期

加
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
平
安
初
期
角
筆
点
の
加
点
者
の
学
統

さ
て
、
右
述
の
ヲ
コ
ト
点
法
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
算
一
群
点
に
屈
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
算
一
群
点
に
屈
す
る
平
安
初
期
の
点
本
は
、
中
田
博
士
に
よ

（
注
2
1
）

れ
ば
、
主
と
し
て
、
南
都
の
僧
の
加
点
と
さ
れ
る
。
成
実
論
天
長
点
と
飯
宝
切

金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
盲
点
と
が
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
字
体
の
近
似
か
ら
、
教
学

師
資
系
統
の
最
も
近
い
関
係
者
の
手
に
な
る
こ
と
は
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
所

で
、
そ
の
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
が
東
大
寺
の
学
僧
明
一
の
著
作
で
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
中
田
博
士
は
東
大
寺
明
一
の
法
資
又
は
そ
れ
と
近
い

人
の
加
点
と
推
定
さ
れ
、
又
成
実
論
天
長
点
も
内
容
上
、
成
実
論
専
攻
学
侶
の

撃
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
南
都
古
宗
派
の
憎
の
加
点
と
さ
れ
た
。
飯
宝

切
は
法
隆
寺
出
自
品
で
あ
る
が
、
言
論
釈
論
承
和
点
も
法
隆
寺
一
切
経
の
一
で

あ
っ
た
。
又
大
乗
掌
珍
論
承
和
点
は
、
詩
語
の
「
間
道
読
了
」
「
責
田
寺
西
院

講
」
と
あ
る
に
よ
り
、
問
基
が
法
隆
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
法
起
寺
に
提
定

さ
れ
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
維
昏
経
義
琉
巻
下
平
安
初
期
点
は
現
に
法
隆
寺

に
伝
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
大
店
西
域
記
の
角
塁
点
が
平
安
初
期
の

算
l
群
点
に
属
し
、
且
つ
、
成
実
論
天
長
点
等
に
点
法
が
酷
似
す
る
こ
と
は
、

訓
点
の
こ
と
が
師
資
相
承
の
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
角
肇
点
の
加
点
者

も
亦
、
南
都
の
僧
侶
と
考
え
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

京
都
輿
聖
寺
の
現
住
葛
浅
野
牧
仙
師
の
直
話
に
よ
る
と
、
こ
の
大
店
西
践
記

は
、
南
都
の
さ
る
古
寺
か
ら
持
来
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
こ
の

本
の
ヲ
コ
ト
点
法
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
、
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巷
第
細
朱
点
と
の
関
係

こ
〇
巻
景
〓
」
は
、
角
票
点
の
外
に
、
失
点
と
白
点
と
が
コ
え
ら
れ
て
い
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料交点撃角の期初安平

る
。
朱
点
は
、
既
述
の
如
く
序
の
三
十
八
行
に
だ
け
あ
る
。
し
か
も
ヲ
コ
ト
点

の
み
で
そ
れ
も
昆
点
本
位
で
あ
り
、
次
の
如
く
帰
納
さ
れ
る
。

＼
接
は
読ル
ロ

こ
れ
は
角
筆
の
ヲ
コ
ト

点
と
全
く
一
致
す
る
。

合
　
そ
れ
ば
か
年
で
な
く
各

つ
　
漢
字
に
施
し
た
各
ヲ
コ

訓
　
ト
点
の
位
竃
も
全
く
重

●

ヲ
　
イ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
合
っ
て
い
る
。
角

等
点
も
序
は
ヲ
コ
ト
点
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
訓
法
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る

（
附
望
竃
）
。
但
・
失
点
の
み
で
角
票
点
が
な
い
侍
所
が
あ
る
の
は
、
角
禁
点

が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
認
め
崇
い
所
で
あ
る
。

角
票
ヲ
コ
ト
点
と
朱
ヲ
コ
ト
点
と
の
先
後
閑
係
は
、
先
ず
初
に
角
筆
点
が
加

え
ら
れ
、
次
い
で
全
く
同
じ
位
貴
に
角
票
点
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
、
失
点
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
は
、
角
筆
ヲ
コ
ト
点
の
わ
ず
か
な
凹
み
の
へ

り
の
一
瑞
に
不
自
然
な
形
で
朱
が
つ
い
て
い
た
り
（
1
2
行
「
釣
奇
〈
ナ
ル
〉
。
と
」

の
「
こ
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
な
ど
）
、
角
禁
点
に
重
ね
て
太
目
の
朱
が
加
え
ら
れ

た
為
に
角
筆
点
が
殆
ど
消
さ
れ
か
か
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
（
1
2
行
「
遠
裁
、
」

の
句
点
、
2
9
行
「
聖
－
迩
」
の
合
符
の
縦
緑
な
ど
）
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
朱

の
加
点
者
も
そ
の
ヲ
コ
ト
点
法
か
ら
考
え
て
、
角
筆
点
と
同
一
人
か
又
は
教
学

上
近
い
関
係
者
と
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
極
め
て
私
的
な
備
忘
の
目
的
で
角
筆

点
を
加
え
た
後
に
・
改
め
て
そ
の
訓
点
を
や
や
明
示
す
る
必
要
か
ら
、
角
筆
点

の
上
を
朱
で
な
ぞ
り
始
め
、
序
だ
け
で
そ
の
作
業
を
止
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
巻
第
一
に
は
、
別
に
白
点
も
全
巻
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
落
剥

が
甚
し
く
解
読
は
角
撃
点
よ
り
も
容
易
で
な
い
。
仮
名
字
体
は
平
安
初
期
の
様

相
を
示
す
が
省
国
体
が
多
く
、
角
筆
点
よ
り
も
遥
か
に
降
る
加
点
で
あ
る
。
ヲ

コ
ト
点
も
昆
点
の
外
に
綬
点
・
釣
点
も
荒
い
そ
の
．
C
∵
E
は
、
串
E
害
ご
≒
∵
〓
こ

第
二
群
点
に
属
す
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
群
点
も
平
安
初
期
に
は
南
都
の
僧
侶

の
所
用
と
さ
れ
る
か
ら
、
角
筆
点
を
加
え
た
平
安
初
頭
期
か
ら
十
数
年
或
い
は

二
・
三
十
年
以
後
に
、
同
じ
南
都
の
僧
が
訓
読
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
但

し
・
点
法
も
異
な
り
、
又
、
訓
法
も
会
同
で
は
な
い
か
ら
、
角
等
点
と
は
係
り

な
く
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
本
の
よ
う
に
、
先
ず
第
一
に
角
筆
点
を
加
え
、
後
に
朱
な
ど
の
色
彩

の
加
点
を
す
る
こ
と
は
、
こ
の
点
本
に
次
い
で
古
い
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
大
字
の
角
筆
の
仮
名
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
墨

色
の
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
八
年
点
に

も
、
裏
打
修
理
を
経
た
為
に
極
め
て
見
難
い
乍
ら
角
筆
点
ら
し
き
も
の
が
認
め

ら
れ
、
し
か
も
失
点
よ
り
先
に
加
え
ら
れ
た
節
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
一
点

本
中
に
、
角
筆
点
の
外
に
失
点
や
自
点
が
改
め
て
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
或
い
は
角
筆
点
だ
け
の
資
料
も
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

も
失
点
・
塁
点
よ
り
も
角
筆
点
が
先
行
す
る
事
は
、
こ
れ
が
、
訓
点
記
入
の
初

期
の
一
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
大
唐
西
域

記
巻
聖
の
角
筆
点
が
南
都
の
憎
の
所
用
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
宗
派
が
奈

良
時
代
以
前
か
ら
の
伝
統
を
背
負
う
点
で
、
も
っ
と
多
く
の
、
平
安
初
期
以
前

の
角
筆
所
用
資
料
を
発
見
す
る
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
（
頚
詰
富
）
に
は
、
天
平
六

年
三
月
平
城
宮
に
納
め
た
雑
物
中
に
「
象
牙
尺
一
口
、
長
三
寸
、
象
牙
粗
解

一
口
」
と
あ
り
、
象
牙
尺
は
正
倉
院
に
現
存
し
て
い
る
。
象
牙
の
角
筆
も
い
ず

こ
か
に
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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注1
、
角
筆
の
材
質
・
形
瀧
・
使
用
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
古
記

録
等
に
そ
の
記
事
が
散
見
さ
れ
、
又
、
江
戸
時
代
に
は
、
角
筆
に
つ
い
て
詮

索
し
た
随
筆
の
記
事
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
抹
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
拙

著
「
僻
真
相
摘
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
六
九
二
頁
以
下
に
触
れ
た
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

2
、
「
角
点
」
の
名
称
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
宝
蔵
大
日
経
琉
永
久
二
年
（
一

二
四
）
点
巻
労
十
に
「
是
矧
創
説
也
、
般
若
僧
正
卸
点
云
」
と
あ
り
、
又
・

ヽ

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

「
白
点
」
「
失
点
」
に
対
し
て
「
角
点
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
「
三
角
」
「
四
角
」
な
ど
ヲ
コ
ト
点
の
形
状
を
達
想
さ
せ
る
の
を
避
け
て
、

「
角
筆
で
書
か
れ
た
点
」
の
意
を
蔑
め
て
「
角
筆
点
」
を
用
い
る
こ
と
に
す

る
。

3
、
十
四
点
の
中
、
九
点
（
1
2
4
6
7
1
0
1
1
1
2
曇
は
、
「
角
筆
点
所
用
の
訓

点
資
料
群
に
つ
い
て
」
（
注
1
拙
著
六
九
二
頁
）
で
報
告
し
た
。
又
㈱
自
氏
文

集
天
永
四
年
点
の
角
筆
点
（
昭
和
四
十
二
年
三
方
確
認
）
は
、
同
書
「
栢
説
」

で
報
告
し
、
次
い
で
廟
九
条
本
文
選
巻
第
二
十
承
安
二
年
点
の
角
肇
点
（
昭

和
四
十
二
年
七
月
確
認
）
、
掴
不
空
爵
索
神
呪
心
経
保
口
点
の
角
筆
点
（
昭

和
四
十
二
年
十
月
確
認
）
を
『
古
事
類
苑
』
（
複
刊
）
月
報
1
1
　
（
文
学
部
第
三

請
、
昭
和
四
十
三
争
一
月
）
　
で
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
用
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
角
筆
点
（
昭

和
四
十
四
年
四
月
確
認
）
、
佃
世
説
新
苧
巻
空
ハ
平
安
中
期
点
の
角
窺
点
（
昭

和
四
十
四
年
七
月
）
　
を
知
っ
た
。

本
稿
で
取
上
げ
た
興
聖
寺
蔵
大
店
西
域
記
巻
第
一
の
平
安
初
期
の
角
票
点

は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
の
調
査
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

岩
持
文
珪
琵
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
角
肇
点
は
、
東
山
包
文
底
本
・
神

田
喜
「
郎
博
士
蔵
本
が
全
巻
に
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
の
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
そ
の
僚
巻
と
し
て
、
や
は
り
全
巻
に
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
　
1
4

の
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
当
初
五
箇
所
程
を
確
認

し
他
の
箇
所
に
も
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
認
め
る
こ
と
を
報
告
し
た
が
、
そ
の

後
、
石
壕
晴
通
氏
が
全
巻
に
角
筆
点
の
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
聾
者
も

再
度
の
調
査
で
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

又
、
世
説
新
書
巻
第
六
平
安
中
期
点
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
、
京
都

国
立
博
物
飽
に
お
い
て
「
日
本
国
宝
展
」
拝
観
の
折
に
、
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス

越
に
見
た
失
点
の
様
式
よ
り
、
角
筆
点
の
存
在
を
予
測
し
た
が
、
同
席
の
石

塚
疇
通
氏
が
そ
の
後
実
物
に
つ
い
て
の
調
査
で
角
筆
点
を
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

4
、
注
1
の
拙
著
四
九
三
頁
。

5
、
そ
の
】
瑞
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
訓
点
記
載
の
一
枝
式
に
つ
い
て
の
翌
口
」

（
『
訓
点
語
と
訓
点
史
料
』
野
手
四
里
、
及
び
注
1
の
拙
著
七
〇
三
頁
に

招
げ
た
。

6
、
．
富
沢
義
則
「
井
々
竹
添
先
生
遣
変
店
妙
音
古
楊
建
伝
訓
点
」
（
『
聖
㌢
説
竺

一
八
三
貢
）
と
「
甲
点
源
流
考
」
（
『
国
語
説
鎗
』
二
七
七
さ
。

7
、
富
田
金
彦
「
訓
点
拾
遺
五
重
」
の
中
「
器
械
大
店
西
域
記
望
」
。
曽
田

文
雄
「
芸
大
唐
西
域
記
巻
十
二
の
朱
点
」
。
以
上
二
宏
に
『
罰
点
語
と
罰

点
史
料
』
第
十
一
輯
所
収
。

8
、
曽
田
文
監
「
．
票
等
本
大
店
西
域
記
巻
十
二
仁
的
雲
芙
」
　
（
『
訓
点
語
と
罰

点
童
料
』
第
十
四
結
）
。

9
、
注
7
の
望
う
に
「
巻
十
二
を
除
く
他
は
、
知
ら
れ
る
ヲ
コ
ト
点
は
た
だ
こ

の
日
点
（
馴
錮
詔
さ
す
一
だ
け
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
。

1
0
、
注
7
の
論
考
参
照
。



科長点筆角の期初安平

1
1
、
成
実
論
天
真
五
年
　
（
八
二
八
）
　
点
は
、
平
安
初
期
三
十
余
年
を
経
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
名
字
仕
は
省
吾
総
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
ア
」
「
オ
」
「
ク
」

「
と
」
「
コ
」
「
小
」
「
乍
」
「
ネ
」
「
ノ
」
「
リ
」
の
如
く
で
あ
る
。
天
昆
点
よ

り
古
い
打
既
達
だ
憲
付
票
空
白
点
で
さ
え
、
六
十
四
五
の
万
雲
仮
名
に
対
し
て

三
十
前
後
の
省
百
仕
を
持
つ
　
（
『
仮
名
発
達
史
序
説
』
八
〇
頁
）
。
万
葉
仮
名

末
位
の
点
本
は
、
平
安
掠
初
頭
翔
の
も
の
に
見
ら
れ
る
が
、
春
H
政
治
博
士

に
よ
れ
は
、
東
雲
写
一
切
有
葛
耽
奈
帯
、
同
芯
葛
尼
耽
茶
帯
は
万
票
仮
名
本

位
で
あ
る
の
が
特
急
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
四
つ
の
省
面
体
、
同
華
厳
経
に

も
数
日
の
省
百
体
が
あ
る
と
さ
れ
る
　
（
『
片
仮
名
の
研
究
』
一
六
頁
）
。
ヲ
コ

ト
点
と
併
用
さ
れ
た
窟
名
が
、
大
店
西
域
記
の
角
票
点
の
如
く
万
葉
仮
名
本

位
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
古
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ヲ
コ
ト
点
法
の
音
形

式
と
併
せ
て
注
目
さ
れ
る
。

望
『
西
大
寺
本
金
光
明
丘
肪
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
研
究
軍
一
八
頁
。

「
訓
字
」
の
項
に
、
「
訓
読
は
仮
名
づ
け
が
主
で
あ
る
が
、
又
同
訓
の
漢
字
を

以
て
「
某
也
」
或
は
「
某
」
と
、
傍
記
し
た
り
、
相
外
に
抽
出
し
た
り
し
た

も
の
が
あ
る
」
と
あ
る
。
a

よ

　

　

　

　

　

を

　

　

（

ん

）

に

l

こ

軍
、
a
は
、
序
の
8
行
「
諷
一
千
葬
悟
訪
レ
遺
摩
魔
人
下
洛
」
の
「
望
」
字
に
加

点
さ
れ
て
い
る
。
同
位
琶
に
は
朱
点
の
a
も
あ
る
か
ら
、
ヲ
コ
ト
点
と
見
ら

オ
ヨ
ム
テ

れ
る
。
石
山
寺
蔵
本
長
寛
点
で
は
「
竪
」
と
訓
じ
て
い
る
。
観
智
院
本
類
託

名
義
抄
に
は
「
オ
ヨ
プ
、
イ
タ
ル
、
ア
ツ
カ
ル
」
の
訓
を
載
せ
る
。
或
い

は
「
イ
タ
ル
」
　
の
　
「
い
」
点
か
と
も
考
え
た
が
、
こ
の
本
で
は
、
ヲ
コ
ト
点

（
オ
ヨ
フ
）

は
テ
ニ
ヲ
ハ
に
主
と
し
て
用
い
て
い
る
か
ら
、
「
空
を
ば
」
　
の
「
を
」
で
あ
ろ

う
か
。

い
（
シ
）
て
b
〔
訓
〕
　
　
も
（
ロ
モ
ロ
）

も
は
、
本
文
の
1
3
1
行
「
竜
変
為
レ
人
与
二
諸
妬
－
会
生
レ
子
」
　
の
「
為
」
字
に

加
点
さ
れ
て
い
る
。
前
後
よ
り
考
え
て
「
ナ
リ
」
と
訓
み
う
る
が
、
こ
の
一
．

箇
所
の
み
で
あ
り
、
角
筆
の
ヲ
コ
寸
点
は
化
は
昆
点
の
一
サ
で
あ
る
の
で
、
≡

わ
し
く
、
汚
点
の
場
合
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

尚
、
漢
字
の
左
下
の
双
点
は
、
句
末
に
多
く
現
わ
れ
る
が
、
1
7
行
「
郵
一

と

l

l

こ

を

（

ス

ア

）

る

に

こ

　

に

定
不
レ
披
レ
物
成
不
下
　
及
レ
遠
」
の
「
由
」
「
不
」
字
に
も
加
点
さ
れ
て
あ
り
、

「
粛
レ
控
経
論
」
（
3
1
行
）
、
「
親
疎
者
」
（
讐
汀
）
　
に
も
あ
る
こ
と
、
又
句
読
の

桟
能
は
、
漢
字
右
下
の
長
め
の
斜
線
が
果
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
句
読
に
係

ら
ぬ
も
の
と
考
え
、
「
訓
」
　
を
示
す
と
解
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
中

央
の
点
は
、
「
聖
矧
」
の
外
、
「
刃
金
」
（
鏡
板
結
）
、
「
山
回
（
窯
）
に
も
加

点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
音
」
を
示
す
点
と
解
し
た
。
平
安
初
期
の
ヲ
コ

ト
点
に
「
昔
」
「
訓
」
を
示
す
点
法
を
用
い
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
中

で
も
音
・
訓
の
別
を
昆
点
で
示
す
こ
と
は
、
成
実
論
天
真
五
年
点
・
飯
室
切

金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
盲
点
、
妙
法
蓮
華
径
方
便
品
盲
点
、
大
乗
広
百
論
釈

論
承
和
点
に
見
え
、
い
ず
れ
も
本
資
料
と
同
じ
く
、
中
田
祝
夫
博
士
の
算
一

群
点
の
点
法
で
あ
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
特
に
、
百
論
釈
論
承
和
点
で
漢

字
の
中
央
に
加
え
た
縦
線
を
も
「
音
」
の
表
示
に
用
い
て
い
る
の
は
、
参
考

と
な
る
。

1
4
、
「
初
期
点
法
例
－
聖
語
蔵
点
本
を
資
料
と
し
て
ー
」
、
「
聖
語
蔵
本
貯
写
阿

批
達
磨
結
集
論
の
古
点
に
つ
い
て
」
（
共
に
『
古
訓
点
の
研
究
』
所
収
）
。

1
5
、
大
乗
掌
珍
論
承
和
嘉
祥
点
は
、
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
篇
』

別
冊
に
よ
る
も
の
で
、
「
ト
」
点
は
中
上
に
も
あ
る
。
大
智
度
論
天
安
二
年
点

も
同
書
に
よ
り
、
「
ト
」
点
は
見
え
な
い
。
聖
語
蔵
中
観
論
平
安
初
期
点
は

『
古
訓
点
の
研
究
』
に
よ
る
も
の
で
、
「
ト
」
点
は
、
右
外
の
点
だ
け
で
あ
る
。

1
6
、
聖
語
蔵
菩
璽
晋
戒
経
平
安
初
期
点
は
『
古
訓
点
の
研
究
』
に
よ
る
。

1
7
、
金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
元
年
点
は
『
訓
点
語
の
研
究
』
に
よ
る
。

1
8
、
注
1
4
に
同
じ
。
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1
9
、
拙
稿
「
助
詞
イ
の
残
存
－
平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法
」
　
（
東
洋
大
学
紀

要
十
三
集
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
）
。

2
0
、
注
1
拙
著
二
二
七
頁

2
1
、
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
窟
』
二
六
四
頁
。

〔
附
記
〕
　
こ
の
稿
は
本
年
五
月
二
十
五
日
、
京
都
に
お
け
る
国
語
学
会
研
究

発
表
会
で
発
表
し
た
所
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
輿
望
寺
蔵
大
唐

西
域
記
の
調
査
に
は
、
同
寺
浅
野
牧
仙
師
の
芳
情
を
頂
き
、
又
築
島

裕
氏
の
高
配
と
助
力
を
恭
う
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
細
孔
申
上
げ
る
。

〔
附
録
〕

角
筆
点
の
訓
読
例
－
序
全
文

1
　
「
大
唐
西
域
記
序

（一〓

‥
7
　
「
竹
へ

（
ニ
セ
リ
）

（
ツ
）
　
て
　
　
　
を

昆
明
－
遺
閉
　
謬
韓
二
力
於
神
池

〔
合
〕
　
　
　
　
　
て
　
　
を

l
C

C

〔
訓
〕
　
を
　
　
　
　
へ
－
こ

遂
使
三
瑞
表
二
恒
星
一

〔訓〕

に

　

に

欝
二
　
玄
妙
於
　
8
「
千
載
↓
夢
章

へ
ニ
セ
）
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ

（
フ
）
を
は
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
こ

何
【

∪
…
・
∵

璧
二
、
千
事
情
訪
レ
道
摩
9
「
騰
入
下
洛

を
日
一
秘

を
い
（
マ
リ

叫
蔵
こ
い
　
て

（
フ
）
を
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
に
　
い
　
て

、
（
ナ
ル
）
こ
と
を
は
を
（
ケ
）
り
　
　
　
　
に
　
〔
訓
〕
（
ム
ヤ
）

官
之
奥
1
　
　
　
像
画
二
涼
台
一
事
極
ニ

（
ナ
ル
）
こ
と
を
は
を
（
ケ
）
り
　
　
　
　
に
　
〔
訓
〕

こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
リ
）
こ
と
　
　
　
　
（
ル
）

自
レ
立
願
後
時
－
政
多
レ
虞
、
　
問
竪
東
レ

こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
〔
合
〕
　
　
　
　
（
リ
）
こ
と

て
　
　
　
を

1
1
「
〔
而
〕
鼎
時
、
母
后
成
レ
璧
勇
二
中
朝
↓
・
〔
而
〕

こ

於
函
雄
一
蜂
こ

て
　
　
　
を

（
メ
タ
）
り
　
　
　
　
こ

1
2
　
「
燵
警

（
メ
h

於
閻
塞
1

四

ニ
神
）
て
光（ヲ〉
を於
l万
里

を
　
　
　
　
　
　
こ

に
（
ス
ア
）
り

石
室
一
未
レ
　
尽
二
竜

こ

（
ナ
ル
）

1
0
　
「
驚
峯
之
美
へ（ナル
）

に
　
て
　
　
　
を

梅
漬
二
東
京
一

に
　
て
　
　
　
を

〔
訓
〕
（
ク
リ
）

幅
裂
、
　
烹
章
況
ニ

て
（
ヤ
）

邦
之
絶
レ
　
遠
．
〔
哉
〕
、

て
（
ヤ
）

に
ヘ
ル
）
こ
と
（
ス
コ
シ
）
は
　
（
セ
）
り

りカ
レ
ト
）
も

カ
レ
ト
）
も

こ而
鈎

（
一
〓
（
ミ
レ
ハ
）

2
　
「
窮
　
以（
レ
）
は

（
ナ
ル
コ
ト
）
は

胃
儀
方
載
之
聖
ト
）
荘
識
懐
霊
之
異
　
談

間
至
、
　
頗
　
　
存
二
記
注
二
讐
竺

に
（
ル
）
こ
と
　
は
　
　
　
（
セ
）
り

（
キ
）
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
）
る
こ

（モ）天
無
も
（
ニ
）

て
（
ム
ル
コ
・

以
究
二
　
皿

（
ム
ル
）
こ

（
ヌ
）
　
〔
音
〕

ト
）其L

と

（ヲ）

3
　
「
極
り

ノ
）
　
（
ス
ア
）
る

（
ニ
）
　
（
カ
）
（
ラ
ム
）
＊
1
（
フ
ル
コ

括
　
地
証
　
足
レ
坪
ユ

こ
　
　
　
　
　
　
（
フ
ル
）
こ
と

（
ノ
）
　
　
（
ス
ア
）
る

ト
）

其
と
は（ヲ）

原
一
、

経
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は

一
1
4
「
未
レ
極
二
真
如
之
旨
へ
　
随

土ll′統

（
シ
キ
）
こ
と

に
〔
訓
〕
　
＊

定
務
二
恢
l

是

知
　
方
志〔音〕

所
レ
末
（
ス
ア
）
る

伝
　
声
教
　
所
レ
不
レ
璧

（
ス
ア
）
る

4
「
者
豊
可
こ

ま

信
亦
多
レ
人
、
利
二
渉
　
　
葱
嶺
之
－

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

西
海
一
〔
而
〕
瞥
嗟
、
1
5
　
「
望
二
束
髭

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

〔
音
〕
（
ス
）
と

〕
抒
軸
、
揚
二
法
玉
門
之

H
郊
31｛

之

て㌻
帝

て

〔
訓
〕

て
因
〔
而
〕
・

て（
ナ
ル
）
こ
し

「
奇
（
ナ
ル
）
こ
し

（
シ
キ
）
こ
と

宜
一

多
レ
塁
、
〔訓〕

〔訓〕

に
〔
罰
〕

と
　
　
　
（
ニ
一

〔
之
〕
客
希

と

　

　

　

（

ニ

一

」
を
に
て

徒
採
二
神

J
を
に
て

？
3
を

畠
∵
尚
且

を
を

（テ）

‥
勝
　
道
ヂ
哉
、

て尚
臭
、
聖

（、、、ル）に

詳
　
夫

（
ミ
ル
）
に
〔音〕

5
　
「
貿〔音〕

〔合〕

天
竺
之
－
為
レ
　
国
　
〔
也
〕

〔
合
〕
　
　
（
ナ
ル
）
こ
と
の

〔
訓
〕
（
ム
）

〔
以
之
〕
　
畳
レ
診
、
仁
偽

〔
訓
〕
　
を

其
来（
レ
ル
）
こ
と

〔
訓
〕
（
ヲ
）

ル
）
に
　
　
て
　
琴
〕
（
ス
）
と

局
能
指
二
雪
山
一
〔
而
〕
長
驚
、

ル
）
に
　
　
　
　
て
　
　
　
を

1
6
　
「
源
－
羞
元
レ
足
レ
　
紀

（
レ
ト
モ
）
　
〔
訓
〕
（
ユ
レ
）
は

然
　
事
絶
ニ
〔
訓
〕
（
ユ
レ
）
は

（
シ
ニ
ス
ル
コ
ト
）
　
〔
音
〕

芙
二
之
紀
へ
　
王
会
l
二
一

〔
合
〕
に

於
衰
－
代
一
〔
合
〕
に

（
ク
ニ
）
　
へ
タ
リ
）

於
レ
焉こ

填
　
隔
二
於
　
6
「
中
土
一
、

＊
2
所
レ
不
レ
書
、

て

　

を

　

に

博
望
望
レ
空
　
徒

て

　

と

　

こ

（
セ
‖
冥
ニ

r
二
】

こ

リ
）

成
レ
俗
、

〔訓〕
〔
昔
〕
　
〔
音
〕

山
　
経

〔
音
〕
　
〔
音
〕

〔者〕哉、
て
（
ル
）

一
▲良土

之
有て
（
ル
）
こ
とこ
天

と

71

を
下
一を

〔
訓
〕
　
ナ

「
由
二
賠

〔
訓
〕
　
ナす

也
〕
闊

清
二

を

1
9
　
「
天
歩
へ

′
て

〔
血

に
（
功こ

を
〔

征
一
を
〔
て8．－
山こ、
てl
に

〔罰〕
．
1
不
レ
技

〔訓〕

を

一
望
宇
－を

造
化
－

望
二丁

′
】
レ
財
に〔
而

（
ニ
丁

明で
〓 】〔而〕塩

野－宜
1
C

〔合〕て
チ
一
竜
地

て
に
　
を
へ
ス
l

物
成
不

に
　
を
へ
ス
l
〔
罰
〕

而
〕
創
ニ
〔
訓
〕

ニ
ア
ル
）
こ
・

Ⅵュ
丁
∴
二
二
】
．

に

に㌘〔
而
〕
一

に
一
丁
）
る
に
〓
）

㌻
及
レ
遠

一
丁
）
る
に
　
に

）
　
　
　
　
に

二
者
図
り

〕

　

　

　

　

こ

】
と
等
二
照
腔

】．こ

臨
l
、
入
荷
二
再
－

に
　
　
　
　
（
ル
）
こ
と

（
ル
）
こ
と
（
ス

こ
と
（
丁
ラ
ム
）

息こ
と
（
7
ラ
ム
）

1
8
「
我
大
店

て
　
　
　
を

孝
二
抱
拾
－
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述
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に
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に
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に
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〕
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生
滅
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合
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迷
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冒
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「桂二．I
を

年

一

一

を

と
　
（
ハ
）

2
4
「
杖て
を

（
ナ
ル
）
こ
と
に

其
若
レ
夷
、
仮
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狼
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∠
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．
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、
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〕
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大
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西
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習
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。
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．
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＊
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。
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。
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熟
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Early Heian Materials of the "Kakuhitsu
(Ivory Pencil) " Writing

Kobayashi Yoshinori

" Kakuhitsu (ivory pencil) " is a small brush-like writing instrument made of

ivory. In recent years fourteen materials have been discovered in which letters
are pressed into the paper with this tool. Those works were all written from

the tenth to the fourteenth century. I have lately found a relevant material for

the early ninth century in Daito-Saiiki-Ki (Journal*of a Tour in China and-

Tibet), which is owned by Koshoji Temple in Kyoto. The present study deals

with the letters, signs, usage and vocabulary used in this new material.

On the Source of the PronunciationiNotes of the
Chinese Characters in."Notes Made by Kunten
Method on a Text of Kobun-Shosho at the Middle
of the llth Century"

Numoto Katsuaki

In this paper, the author investigates the source book of the marginal pron-

[Tunciation notes of the Chinese characters in " Notes Made by Kunten Method

on a Text of Kobun-Shosho at the Middle of the llth Century" and shows

the following conclusions :

1. "Notes Made by Kunten Method on a Text of Kobun-Shosho at the

Middle of the llth Century " has the single source book, " Keiten shakumon"

2. "Keiten shakumon" cited in "Notes Made by Kunten Method on a

Text of Kobun-Shosho at the Middle of the llth Century" which has

the same form as that of " Shosho shakumon " found in Tunhuang, seems

to have been the original.

3. It may, therefore, be thought that we can restore the original figure of

"Shosho shakumon " by the marginal notes of the Chinese characters in

"Notes Made by Kunten Method on a Text of Kobun-Shosho at the

Middle of the llth Century"
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